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　特集　中小企業における産業保健活動の取組み方

建設業労働災害防止協会 技術管理部 建設業メンタルヘルス対策室 室長　田村和佳子

建災防が進める建設労働者の
健康の保持増進に繋がる取組

2●特集

　建設業労働災害防止協会（以下「建災防」という。）

は、昭和39年９月１日に労働災害防止団体法に基づき

設立された特別民間法人であり、本部のほか47都道府

県に支部が設置され、建設業の労働災害防止を目的と

して、様々な活動を自主的に展開している。

　建災防の主たる取組は、次の３つに大別される。第

一に、国の定める労働災害防止計画（安衛法第６条）に

基づく建設業版の災害防止５か年計画の策定及び建

災防会員へ適用される法定の安全衛生水準を上回る

建設業労働災害防止規程の策定、第二に、安全・衛

生管理士による労働災害防止に関する技術的事項の

指導及び援助活動、第三に、全国建設業労働災害防

止大会の開催等、周知啓発活動や教育活動である。

これらの取組のほか、少子高齢化による就業構造の

変化等の社会経済情勢を踏まえ、建設業労働安全衛

生マネジメントシステム（COHSMS）の普及展開を図る

等、「先取り型」の労働安全衛生活動を進めている。

　本年７月６日、働き方改革関連法が公布され、国を

挙げた官民協同による働き方改革が本格化することと

なった。建設業においては、長年、全産業に比して労

働時間の長さが指摘される（2016年総実労働時間数

2,056時間）ところであり、時間外労働の上限規制につ

いて５年の猶予期間が設定されながら、それを待つこ

となく長時間労働の是正や週休二日制の定着に向けた

取組が建設業界を中心に進められている。この背景に

は、東日本大震災、熊本地震等の震災・復旧工事や

2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会関

連工事等、建設投資が堅調に推移するなか、人手不

足感がさらに強まり、技術者及び技能労働者の確保に

迫られ、建設産業全体として、他産業に比べ遜色のな

い労働条件の整備や働きやすい職場環境の形成が求

められているためであると考えられる。さらに、昨年10

月に新国立競技場建設工事の下請けの現場監督であ

る若手社員が過労自殺し、労災認定される事案が発生

したことも、建設工事従事者の健康保持増進対策を

含んだ働き方改革の推進が強く求められる契機になっ

たものと思われる。

　建災防では、このような社会的状況を先取りして、

平成26年６月の安衛法改正によるストレスチェック制

度の義務化（平成27年12月施行）を受け、建設工事現

場におけるメンタルヘルス対策を推進すべく検討を始め

た。具体的には、平成27年12月より「建設業における

メンタルヘルス対策のあり方に関する検討委員会（委員

長　櫻井治彦慶應義塾大学医学部名誉教授）」を設

け、建設業、とりわけ建設工事現場におけるメンタル

ヘルス対策のあり方について様々な角度から検討を

行ってきた。その結果、考案されたのが建設現場で実

施する「建災防方式健康KYと無記名ストレスチェック」

である。

（１）「建災防方式健康KYと無記名ストレスチェック」

　「建災防方式健康KYと無記名ストレスチェック」と

1. はじめに

2. 建災防の健康保持増進に
　 かかる取組

たむら わかこ ● 平成28年4月建設業労働災害防止協会建設業メンタルヘルス対策アドバイザー、平成30年4月建設業労働災害防止協会建設業メンタルヘルス
対策室室長就任。特定社会保険労務士、精神保健福祉士。
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は、建設現場に定着している安全施工サイクルを活用

して健康KYと無記名ストレスチェックという２つの活動

を行うものである（図１・２）。健康KYでは作業開始前

のKYミーティング等で職長から作業員に対し、食欲、

睡眠、体調に関する短い３つの問いかけ（おいしく食べ

たか？よく眠れたか？体調はよいか？）を毎日行うこと

により作業員の健康状態を日常的に確認するものであ

る。一方、無記名ストレスチェックは現場に従事する全

員が集合する安全朝礼において工期内に複数回、無記

名によるストレスチェックを実施し、この集計分析結果（建

設現場版「仕事のストレス判定図」等）を活用して働きや

すい職場環境改善へと繋げる取組である。これら２つ

の活動を建設現場で推進することにより、ストレスチェッ

ク制度の趣旨として掲げられる「メンタルヘルス不調の未

然防止」に資する対策として、その効果が期待できるも

のである。平成29年３月には無記名ストレスチェック集

団分析プログラム、無記名ストレスチェックの結果に基

づく職場環境改善ツールを開発して、より現場で簡便に

利用できるツールを用意し、その普及に努めている。

（2）「建災防方式健康KYと無記名ストレスチェック」

　  の現場展開

　建災防では、平成28年３月以降、第８次建設業労

働災害防止５か年計画での重点事項への追加、全国

建設業労働災害防止大会メンタルヘルス部会での周知

啓発等、様々な手法により「建災防方式健康KYと無記

名ストレスチェック」の推進を図り、現在では多くの建

設工事現場へこの取組が浸透している（写真１・２）。

　健康KYについては、従前行われているKY活動へ

容易に組み込んで実施することが可能であり、３つの

問いかけ項目を現場の安全看板へ掲示する等により日

常的に実施する現場が増加している。不眠・うつ等の

高ストレスが集中力・注意力の低下といった脳疲労を

もたらし、それが不安全行動及びヒヤリハットのリスク

が高まるのではないかという現場の危機意識が、健康

KY普及の背景にあると推察される。また、当日の健

康状態が熱中症リスクに影響を与えることに着目して、

これを熱中症対策と関連させ実施する現場も見られる

等、各々の現場にマッチした独自の展開が進められて

いる（図３）。

　一方、無記名ストレスチェックでは、平成29年度、

厚生労働省から建災防が受託した「建設業、造船業等

におけるストレスチェック集団分析等調査研究事業」の

実施結果から、無記名ストレスチェックを活用した職場

環境改善活動が建設工事現場等で働く労働者のメンタ

図１.建災防方式健康KYと無記名ストレスチェック
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特集　建設労働者の安全管理・健康管理

ルヘルスに係る健康リスクの低減に大きな効果を生む

ことが数値的にも明確に確認された。具体的には、調

査対象現場10現場のうち７現場で健康リスクが低下

し、９現場でストレス反応指数が改善した（図４）。また、

現場のヒヤリング調査からは従前の労災防止活動の一

環として職場環境改善を進めることで過度な負担感な

く実施することができるとともに、現場の心身の健康

状況が数値化されることで対策を講じやすいとの意見

が得られた。

　こうしたことにより、厚生労働省から、平成30年３

月13日付け安全課長、労働衛生課長及び化学物質対

策課長連名通達「平成30年度の建設業における安全衛

生対策の推進に係る協力要請について」において、都

道府県労働局に対して、「建設業において……ストレス

チェック制度の実施の徹底を図るとともに、建設業労

働災害防止協会とも連携して、建設工事の現場等にお

けるメンタルヘルス対策の取組の普及を図る。」ことが

通知され、今後、さらなる普及が見込まれるところで

ある。

　こうした経緯を踏まえ、建災防では、「建災防方式健

康KYと無記名ストレスチェック」及び建設工事現場にお

ける職場環境改善手法等、建設業におけるメンタルヘル

ス対策の取組を全国的に広く普及することとし、全国の

建災防都道府県支部において、同取組の実施担当者と

なる者に対する講習会を実施することとした。本年８月

６日から７日には、その第一弾となる独立行政法人労働

者健康安全機構と連携した講師養成研修を実施し、同

機構の産業保健総合支援センターの相談員及びメンタル

ヘルス対策促進員、建設安全の講師経験者総勢103名

の講師予定者に受講していただいた。当該研修を受け、

今後は全国の建災防支部において順次、職場環境改善

実施担当者講習会が開催される予定である。

　このように、全国に建設工事現場を健康管理の視点

から支援する人材が増えることによって、建設業の働き

方改革及び建設工事現場のメンタルヘルス対策がより一

層推進され、わが国の建設産業の職場環境がより良い

方向へ大きく変化する契機となることを願う。

　建災防では、本稿で紹介した建設工事従事者の「心

身の健康」に着目した取組を、従前の労働災害防止活

動に加えて推進することによって、社会のニーズに合致

した真に実効性あるゼロ災活動へと進化させ、広く建

設業に従事する人々にとっての安全・安心で快適な職場

環境の形成に寄与したいと考える。

4. おわりに

3. 「建災防方式健康KYと
　 無記名ストレスチェック」の
　普及へ向けた展開

図3.熱中症対策と関連させた健康KYシート（コミュニケーションアンケート）
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安全

2018熱中症予防  　　　コミュニケーション・アンケート       ○○建設株式会社 平成30年７月〇日～８月〇日
月 火 水 木 金 土

氏名

年齢

年齢

年齢

年齢

年齢

年齢

※６・７・８・９月限定のアンケートです。　※作業開始前には、塩JOYサポートを
※今日の給水は、終業時にチェックする。
※各自が毎朝記入→職長が確認→TBMでコミュニケーション→適正配置

該当するものに〇を
つけてください

経験３年以下
新規入場１週間以内
以前熱中症に
かかったことがある

経験３年以下
新規入場１週間以内
以前熱中症に
かかったことがある

経験３年以下
新規入場１週間以内
以前熱中症に
かかったことがある

経験３年以下
新規入場１週間以内
以前熱中症に
かかったことがある

経験３年以下
新規入場１週間以内
以前熱中症に
かかったことがある

経験３年以下
新規入場１週間以内
以前熱中症に
かかったことがある

確認事項

睡眠（H）
朝食
前夜の酒量（合）
今日の体調
今日の給水
睡眠（H）
朝食
前夜の酒量（合）
今日の体調
今日の給水
睡眠（H）
朝食
前夜の酒量（合）
今日の体調
今日の給水
睡眠（H）
朝食
前夜の酒量（合）
今日の体調
今日の給水
睡眠（H）
朝食
前夜の酒量（合）
今日の体調
今日の給水
睡眠（H）
朝食
前夜の酒量（合）
今日の体調
今日の給水

職長確認欄

その他の食品：
麺類・ヨーグルト・ゼリータイプの栄養食
ブロックタイプの栄養食

お酒１合の目安：
ビール中瓶１本（500ml）・焼酎25度（110ml）
ウィスキーダブル（60ml）・ワイン２杯（240ml）

図4.建設現場の職場環境改善の効果

（平成29年度建設業、造船業におけるストレスチェック集団分析調査研究事業、厚生労働省委託事業.2018.3）

調査対象10現場の集団分析結果（仕事のストレス判定図）

ストレス判定図【量・コントロール】　　ストレス判定図【職場の支援】　　ストレス判定図【総合】　　
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調査対象10現場の集団分析結果（ストレス反応指数）

ストレス反応指数　　 　全国平均　　
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全国の10現場で無記名ストレスチェックを活用した職場環境改善を
実施し、その前後の集団分析結果を比べたところ、７現場で健康リス
クが低下し（下図「仕事のストレス判定図」）、９現場で心身のストレ
ス反応が改善(下図「ストレス反応指数」）しました。

出典：https://www.kensaibou.or.jp/safe_tech/leaflet/
　　  files/mental1.pdf


